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ジオパークアプリを活用した防災教育・対策の実践に向けて
Towards the practice of Disaster prevention education and measures using an application
of Japanese Geoparks
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白滝ジオパークは，「自然と文化の融合」をテーマとして掲げ，国内最大規模の黒曜石を形成したユニークな火山活動
の痕跡と，人類による黒曜石資源利用の痕跡を最大の見どころとしている。
これまで，地域内の小中学校では，この身近にある黒曜石についての学習を通して，理科教育や防災教育への取り組

みを行ってきた。さらに地域で唯一の高等学校である北海道遠軽高等学校では，平成２５年度の単位制導入に伴い，学
校設定科目の「オホーツク風土研究」内において年７回の「ジオパーク講座」が開講された。この科目および講座は，同
校の目玉として位置付けられ，ジオパークと連携することでふるさとの風土についての見識を深めつつ，郷土愛や地域
に根差す生徒の育成を目的としている。
この講座内において，学校周辺のジオサイト見学と防災教育を結びつけた「ミニジオツアー」を実施したところ，生

徒たちの防災に対する意識や地図の読解能力等に改善の必要性が感じられた。そこで，ジオパーク担当職員と町の防災
担当職員および，GIS事業担当職員とが連携し，防災教育の場面や災害時においても有用なツールの開発を行うことと
なった。さらに，地域内だけでなく地域外，とくに観光客にとっても災害時に有用なツールである必要があることから，
スマートフォンなどの携帯端末にダウンロード可能なアプリケーションを利用することとした。本発表では，このアプ
リケーションの構築に向けた取り組みの一端について紹介したい。
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